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の
題
字

町の人口と世帯数
平成30年10月31日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）

広
報

く
ま

の
は

１
部

23円
で

印
刷

し
て

い
ま

す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,177人	 （－201）
　　男：11,705人	 （－99）
　　女：12,472人	 （－102）
世帯数：10,585世帯	 （ ＋10）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
第
一
小
学
校　

６
年

穏
土　

羽
菜
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り

取
っ

て
、

電
話

機
な

ど
に

貼
っ

て
お

使
い

下
さ

い
。

作
品
名
「
ラ
イ
オ
ン
大
好
き
」

【
評
】
安
佐
動
物
園
で
印

象
が
強
か
っ
た
ラ
イ
オ
ン

の
顔
を
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
画
用
紙
一
杯
に
描
き
ま

し
た
。
ラ
イ
オ
ン
の
迫
力

と
愛
ら
し
さ
を
う
ま
く
表

現
し
て
い
ま
す
。

▲

　

熊
野
第
一
小
学
校　

４
年　

今
村　

優
介　

さ
ん

▲

　

熊
野
第
一
小
学
校　

１
年　

養
老　

航
成　

さ
ん

【
評
】
字
の
大
き
さ
や
バ
ラ

ン
ス
、
穂
先
の
入
り
方
や

向
き
に
気
を
つ
け
て
て
い

ね
い
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【
国
営
備
北
丘
陵
公
園備北

イ
ル
ミ
】

　

丘
陵
の
地
形
と
樹
木
を
活

か
し
た
、
園
内
の
空
間
全
体

が
光
に
つ
つ
ま
れ
た
よ
う
な
備

北
丘
陵
公
園
な
ら
で
は
の
幻

想
的
な
世
界
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

～
２
０
１
９
年
１
月
14
日（
月・祝
）

※
２
０
１
８
年
12
月
31
日
㈪
、

２
０
１
９
年
１
月
１
日
㈫
は
、

休
園
日

国
営
備
北
丘
陵
公
園

大
人
450
円
、65
歳
以
上
210
円
、

中
学
生
以
下
無
料（
※
年
齢
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
の
こ
と
。）

備
北
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

０
８
２
４
‐
72
‐
７
０
０
０

（
地
域
振
興
課
）

　

花
は
晩
秋
か
ら
初
冬
に
咲
き

ま
す
。
枝
先
に
白
い
小
さ
な
花

が
集
ま
っ
た
直
径
２
～
４
㎝
の

球
形
の
花か

じ
ょ序

が
多
数
つ
き
ま
す
。

両
性
花
の
花
序
と
雄
花
の
花
序

が
あ
り
ま
す
。
花
序
は
花
の
付

き
方
や
集
ま
り
を
言
い
ま
す
。

　

最
初
に
両
性
花
が
咲
き
ま
す
。

写
真
は
雄
し
べ
が
熟
し
花
粉
を

出
し
て
い
る
雄
性
期
で
、
雌
し

べ
は
未
熟
で
す
。
雄
し
べ
と
花

弁
が
落
ち
た
後
に
雌
し
べ
が
熟

し
雌
性
期
に
な
り
ま
す
。
雌
し

べ
が
自
分
の
花
の
花
粉
を
受
粉

し
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
両
性
花
の
花
序
の
下

に
雄
花
の
花
序
が
あ
り
ま
す
が
、

両
性
花
よ
り
遅
く
咲
き
ま
す
。

　

蜜
を
求
め
て
ハ
エ
や
ハ
ナ
ア

（351）
　　ヤツデ

（ウコギ科）

ブ
、
ア
リ
の
仲
間
が

や
っ
て
来
て
、
受
粉

を
助
け
ま
す
。

　

果
実
は
液
果
で
直

径
８
㎜
ほ
ど
の
球
形
。

翌
年
４
～
５
月
頃
に

黒
紫
色
に
熟
し
ま
す
。

果
実
は
ヒ
ヨ
ド
リ
が

好
ん
で
食
べ
ま
す
。

　

葉
は
大
き
く
厚
く

て
縁
に
鋸
歯
が
あ
り
ま
す
。
多

く
は
掌
状
に
７
か
９
の
奇
数
に

裂
け
て
い
ま
す
。
「
八
」
は
末

広
が
り
で
縁
起
が
良
い
の
で
、

「
八
手
」
の
名
が
付
き
ま
し
た
。

　

葉
は
枝
先
に
輪
生
状
に
集

ま
っ
て
互
生
し
ま
す
。
ど
の
葉

に
も
日
光
が
当
た
る
よ
う
に
、

外
側
の
葉
は
大
き
く
葉
柄
も
長

く
、
内
側
の
葉
は
小
さ
く
葉
柄

も
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
以
南
の
暖
地
に
生
え

る
常
緑
低
木
で
す
。
県
内
で
は

庭
に
植
え
た
ヤ
ツ
デ
の
果
実
を

食
べ
た
鳥
の
糞
に
よ
っ
て
広
が

っ
た
も
の
で
、
本
来
の
自
生
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
写
真
・
文
】

　

緑
花
文
化
士　

冨
沢
由
美
子


